
中東のオマーンの古都サラーサにあるリゾート「アル バリード リゾート サラーラ バイ アナンタラ」。
まるでアラビア語の長い呪文のような名がついたこのリゾートに、弊誌エディトリアル・ディレクター、

グラント・ピアースが滞在した。そこに広がる景色は、アラビアンナイトの世界だった。

『（サ）ラ・ラ・ランド』探訪記

SALALAH LAND
いざ、アラビアンナイトの宮殿へ

Words: Grant Pearce

GQ TRAVEL
世界を旅しよう

サラーラの中心部から南東へ約6.8km、ビーチ
沿いに位置するリゾートホテル。
☎+968 23 228222  P.C. 214, Al Mansurah 
Street, Al Baleed, Salalah Sultanate of 
Oman　http://salalah.anantara.com

Al Baleed Resort 
Salalah by Anantara
アル バリード リゾート 
サラーラ バイ アナンタラ

　蜃気楼だと思った景色はじつは本物だっ
た！ そんなサプライズで迎えられた古都サラ
ーサの海辺のリゾートホテル滞在。私はこの
場所を「サ・ラ・ラ・ランド」と名付けたい（映
画『ラ・ラ・ランド』の観すぎなのかもしれな
いが……）。
　異国情緒あふれるそのリゾートは、アラビア
海にのぞむ海辺にある。現地に着いたのは早
朝だった。『Vogue Arabia』の華々しい創刊
に立ち会い、目の回るような忙しさのなかで
カタールのドーハから飛行機に乗りこんだ。
寝不足で頭がぼうっとし、現実感のないまま
にオマーンの古都サラーラに着き、海辺のリゾ
ートまでやってきたところで、その光景のすば
らしさに目を覚まされたのだ。アラジンの魔
法のランプ、シンドバッドの冒険─そんな、
子どもの頃から想像してきたアラビアのイメ
ージが、そっくりそのままリアルに立ち現れた。
　そこは「アル バリード リゾート サラーラ バ
イ アナンタラ」。スムーズにチェックインを済
ませると、案内されたのはプライベートプール
つきの高級感あふれるヴィラで、私はさっそく
ベッドに倒れ込むようにして睡眠不足を補っ
た。ひとしきり眠ってから夢の続きのような
ヴィラの心地よさを楽しみ、部屋の外に歩み
でると、そこにもまた、絵はがきから切り抜い
たような光景が広がっていた。果てしないプ
ールのような青い海、光きらめく白い砂。そ
んな海辺の光景がどこまでも続き、またして
も私は蜃気楼の前に立つ心地を味わってい
た。とても暑い日だったけれど、肌をなでる
そよ風が爽快だ。
　眺めをじゅうぶん楽しんでから、私はリゾー
ト内の海辺にある地中海風ビーチバー／レス
トラン「アル ミーナ」に立ち寄り、期待を裏
切らない絶品のランチに舌鼓を打った。メ
ニューのわかりやすさに感心したし、アラブ首
長国連邦の国だというのに新世界ワインリス

トがとても充実していることもまた驚きだった。
　午後にはプールサイドで陽射しを楽しみ、
ゆっくりとくつろいだ。さまざまな質感と暖
色のグラデーション。アラビアの伝統と現代
的なスタイルが巧みに組み合わされたたたず
まいに、あらめて感嘆するのだった。
　充実したその日の最終章に、私はリゾート
附属の東南アジア風レストラン「メコン」を訪
れることにした。ラグーンの岸辺にあるレス
トランに向かって歩くうちにもホットピンク
のネオンサインが店名を夜の闇に照らし出し、
店内は濃厚なアジア情緒に包まれていて、私
はまた夢見心地を味わった。料理の味、サー
ビスの上質さ、タイの空気をそのまま移した
ような雰囲気の良さ、すべてが極上の体験で、
さすがはアナンタラのリゾート、訪れる者の期
待を裏切ることがないし、私自身の記憶をふ
り返っても指折りに数えられるほどのすばら
しさだった。
　このリゾートでは料理を楽しんでリラック
スすること以外にも、さまざまな活動や体験
ができ、よほど旅慣れた人でも心動かされず
にはいられないだろう。岩がちな断崖でのト
レッキングや、近くにある考古遺跡を含めての、
世界遺産の「乳香の道」巡り。あるいは、夕
食の魚を自分で釣るのでもいいし、地元の人
たちの暮らしぶりに触れるのでもいい。また、
スパ施設を訪ねて、中東に古くから伝わる乳
香などを使ったマッサージを体験するのもす
ばらしく、ぜひお薦めしたい。蜃気楼の幻に
引き込まれるような夢見心地が味わえること
だろう。

MOMENTS OF JOY
滞在中のふとした1コマ

It Feels like Home!
ただいま！

Chilling Out...
まったりリラックスモード全開

Yummy 
Middle Eastern Treats
中東らしいおつまみは美味！

グラント・ピアース
Grant Pearce

アジアパシフィック『GQ』 エディトリアル・ディレクター。1998年
にコンデナスト社に入り、『VOGUE Australia』のエディターとし
てスタート。現在は、日本・中国の『GQ』のほか、中国の『VOGUE』
『Traveller』などを監修。

1. トゥーベッドルーム・ガーデンビュー・プールヴィラ。ふたつの天蓋ヴィラと専用プール付き。
2. モロッコ調の真っ白なインテリアと近代アートが融合したラグジュアリー空間のスパ。3. 
海辺にホテルスタッフがダイニングテーブルをしつらえてくれる。パノラマの地平線に夕陽が
沈むころ、ランプに火が灯り、幻想的な〝アラビアンナイト〞を演出してくれる。
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［トラベル］ 世界を旅しよう
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